




























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































自然の神 種類 範囲 分布域 総数 分布の特色
山 山岳 広域 全国 2143 全国
大山 山岳 広域 全国 792 全国
嶽 山岳 広域 全国 608 関東・九州
峰 山岳 広域 全国 425 関東，三峰？
滝 水 広域 全国 1007 全国
水 水 広域 全国 769 関東・九州
石 岩石 広域 全国 332 全国
木 樹木 地方 関東 166 関東
雷 大気 広域 全国 403 関東
火 大気 広域 中央日本 96 越中と能登。フェーン地域
雨 大気 広域 西日本 71 近畿から西日本，旱魃地域


































具体的山 範囲 分布域 総数 分布の特色
羽黒 広域 東日本 171 越後，山形，置賜，関東平野。
戸隠 広域 中央日本 73 安曇に多い。
富士 広域 中央日本 134 中央日本だが富士山周辺を除く
立山 広域 全国 75 立山周辺と石川・福井。
剣 広域 全国 237 宝達，上越，福井，濃尾。
白山 広域 全国 2238 北陸とくに福井，濃尾平野，関東
日光 地方 関東 92 関東平野北部，越後平野
赤城 地方 関東 114 群馬，埼玉方面
弥彦 地方 北陸 45 越後平野と会津。
石動 地方 北陸 97 能登，越後平野
広峰 地方 関西 35 若狭
守門 局地 新潟 14 中越
八海 局地 新潟 9 中越
黒姫 局地 新潟 12 上越


























































































あ ま ひ か げ ひ め
神社奥宮がある（西山郷史・上
陽子，2005）。
三峰山のある秩父では，武甲山（1336m）も霊山
で，秩父神社のご神体とされる。中腹の湧水地点に
登山参詣され，山の神は蛇，水神と観念される。日
本武尊と役行者の伝承がある。14世紀初に妙見大
菩薩が合祀され，秩父札所第一番は宮地妙見社付近
におかれ，南の観音信仰と北の妙見信仰を結んで，
山岳信仰が展開されていた（千島 壽，1999）。信
仰要素として山や水は基本的であり，そこに中央か
ら古代の神仏観念がもちこまれ，さらに中世に変容
をとげたと考えられる。
若狭多田ヶ岳周辺では，太古から自然神として白
石大明神が祀られ，農業神，水源神であった。7世
紀までに若狭比古神社として遷座して遠敷全体の守
護神となり，8世紀初頭に神願寺が成立して東大寺
建立に積極的に関与した。12世紀初頭には若狭国
鎮守となり，禰宜職家が神主家に交代して唐人の姿
態で垂迹したとする伝承が作られる（河音能平，
1971）。若狭一二宮は水神の性格が強いが，遷座し
て神宮寺が開創されるのは，旧勢力が祀られた山の
麓である。山岳と水とのかかわりは強いが，勢力交
代を機に水神が強調されたことが考えられる。
山岳の開山に狩人がしばしばまつわり，狩人創始
伝承は近畿から瀬戸内沿岸で多い。狩人は一種の宗
教者で，生命の再生強化に重きをおく修験道に近く，
狩猟の目的は生命力強化のための動物性の薬物を得
ることの可能性（千葉徳爾，1985）が，指摘されて
いる。また山中においては，現世の煩悩を捨て，母
なる大地に抱かれて大自然と一体化し，さらに永遠
の生命を得て，再び現世に帰る，あるいは擬死再生
をする地ととらえられている。
3.山岳と利益
三峯山の眷属の狼は，宝暦のころには猪・鹿除け，
盗賊除けとされ，盗難火難除に犬が借りられた。安
政五（1857）年に江戸のコレラ流行の際には，御眷
属拝借が1万3千と記録される（横山晴夫，1999）。
山岳信仰では，風水害や火難盗難の自然・人為の災
害除けなどが祈願される。
相模大山は，水・雨の神，商売繁盛の神で，病気
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平癒，成年の利益があった。さらに死霊鎮留の地と
みなされ，亡くなった人に似た人に会えるとされ，
死後百日目に茶湯寺
ちゃとうでら
参りされる。もらってきたお札
は，墓で燃やしたり埋めて墓直しをし，また仏壇に
貼る。江戸時代には百ヶ日に不動堂に参り，別当八
大坊で茶湯供養を依頼した。大山登拝は盆期間中に
すべきとされた（田中宣一，1996）。山岳信仰では
来世救済より現世利益がいわれるが，人は死後に行
く先は近くの山という他界観により，来世にもかか
わりがある。
立山の布橋灌頂会は，擬死再生儀礼である。男は
禅定登拝で罪を贖い，女は布橋灌頂会で総ての罪と
穢れを祓い清浄な心身を持って再生するといわれ，
数少ない女人救済行事であった。立山芦峅寺は無本
山天台宗の一山組織で，天台・密教・浄土・神道の
混在と調和の中で，布橋灌頂会や姥尊を生み出す素
地を持っていた（菊池 武，1997）。仏教的色彩を
帯びれば，山岳にも来世がかかわり，山中に地獄・
極楽が観想されることになる。
4.霊山と霊場
霊山は山岳信仰では修行の地であり，一つの霊山
への登拝だけでなく，多くの霊山が巡られる。平安
初に慈覚大師は入唐し，五大山の聖地を巡った。巡
礼は，父なる天，母なる大地，そこにおける人の間
を，空間的秩序体系の中に位置づける営みともとれ
る。
霊山はその周辺地域にかかわるが，霊場という地
域的まとまりに仮託されて小世界が形成される。山
岳信仰に付随した大自然との一体化の観念から，と
くに足元から周囲をとりまく具体的自然で形成され
た世界がある。すなわちそこでは，一つの小世界と
して土地あるいは地域に霊性を認めている。山野の
跋渉においては母なる大地に抱かれて自然と一体化
し，山林抖においては捨身で擬死し再生する。そ
こには，神仏を含めたコスモロジーが形成される。
自身から発して神仏に向かうにせよ，背後に存在す
るのは山岳などの自然であり，霊地や霊場にもそれ
らが深くかかわる。
石動山天平寺の伊須流岐比古神と白山比咩神は，
夫婦神とされる。石動法師は，春は僧正巡り，秋は
知識米勧進で，七ヶ国を巡った。治承三（1179）年
の梁塵秘抄に，「我らが修行に出でし時，珠洲の岬
をかい回り…」とあるように，能登は巡礼された。
正中元（1324）年，門前町総持寺の住持峨山
が ざ ん
禅師は
羽咋の永光寺との間を毎日往復する。4，9月に峨
山道巡行が行われるが，峨山道には観音を奉る白山
社も多く，習合しながら広まる。気多神社の男（御
床）祓の祭礼では，石動山の衆徒が柳田の山伏穴で
神輿を待ち受け法螺貝を吹いた（西山郷史・上 陽子，
2005）。白山・石動の山岳信仰を介して，能登では
巡行が行われ，能登観音霊場につながったことが考
えられる。さらに各地の神社に，本地の仏を祀るも
のがみられる。白山神社祭神の本地は十一面観音と
されるように，神仏のかかわりは深く，寺社には神
宮寺や鎮守社が相伴われるものも多い。
若狭では，室町期に守護が一宮や府中総社を掌握
し，中小寺社を含め寺社秩序を確立した。文安五
（1447）年には，国中案内者という山伏により，諸
寺を巡礼していたと考えられる。三十三ヶ寺は一二
宮と荘園公領総社の関係寺院で，神仏習合の一体関
係にあり，雨請行事など神事を通じて結びついてい
たが，そうした寺社に修験者が三十三所の観音霊場
を設定していった。また市も聖や修験者の勧進場で，
三十三所霊場に組織されていった（榎原雅治，1990）。
若狭三十三観音霊場は，蓮如による浄土真宗の布教
範囲外にある。山岳にあるものも多く，それらが地
域の寺社秩序にかかわっていたことになる。
さらに，さまざまな信仰施設の複合へと変容して
いる。とくに地方において多様な対象を結んで霊場
が開創されているが，広域においても神仏の複合し
た霊場が開創されている。中世における一国霊場の
もつ神官・僧侶と為政者の領国支配の機能が指摘さ
れているが，こうした山岳などの社寺の複合にも多
くの機能が含まれることが考えられる。
5.信仰集落と講
戸隠は山岳にあっても変化が大きく，貞治四
（1365）年に熊野本宮，応仁二（1468）年に天台派
と真言派，大永四（1524）年に英彦山修験がかかわ
る。慶長十七（1612）年に天台宗寺院化するが，多
くは御師型の修験道活動をした。文政十一（1828）
年には戸隠山山伏は133人で，多くが戸隠神領，西
山領であった（村杉 弘，1990）。
山岳信仰では，山容を直接視認できる1次，御
師と講による2次，代替聖地と分霊勧請の3次，の
信仰圏がある。子貝川の氾濫原にある金村
かなむら
別雷神社
には，平成7（1995）年に定期的参拝した講は254
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あり，祈雨，豊作祈願される。吉川市北東部の下内
川地区では，山岳信仰の戸隠講，御嶽講，榛名講，
古峰講，雷神信仰の金村講，板倉講，厄除けの成田
講がある（松井圭介，2005）。各地に講による参拝
がある。
高尾山の講は，とくに昭和40～50年に著しく増
加した。埼玉・群馬・栃木の県境付近や，東京23
区内に多い。高尾山では人々に参拝をすすめ，さら
に団体参拝を勧誘し，講社設立を促した。昭和60
年以降には，一般参拝客の獲得へ転換した。また信
仰の伝播は高尾山によるものばかりでなく，信徒自
らが移動により信仰を伝え，講社を組織している
（乾賢太郎，2004）。
相模大山では，御師は宝暦二（1752）年ころに確
立され，御師たちは正月や秋末に檀家宅を巡廻した。
享保十五（1730）年には御師は203人，明治以降に
は先導師と改められた。明治初期には関東甲信越と
福島，静岡に15,618の大山講が組織されていた（田
中宣一，1996）。
大山へ，放射状に参詣路が設定されていた。辻堂
の四ツ谷では，大山参詣者が増える夏山の時期に茶
店を出す者が増え，ときには参詣者を泊めるところ
も出てきた。房総からの大半は，木更津から武州洲
崎の野嶋浦へ上陸していた（高野 修，1996）。
6.山岳信仰の地域性
神社の名称には山や水を示すものが多いように，
もともと山そのものがさまざまに祀られてきた。さ
らにその中より，地方の山岳の神あるいは祖先の神
として，有力なものも現れたと考えられる。また現
在の多くの神社の祭神には，大和の神名が含まれ，
後世に中央からの影響があったとみられる。
気候災害と祀られる自然の神には，相異がみられ
る。たとえば，霧の神社や雪の神社は少ない。風の
神社も台風の常襲地域に多いわけではない。水神は，
用水の神と雨乞いの神では性質が異なる。北陸では
冬の鰤おこしの雷は有名であるが，災害をもたらさ
ないためか，関東のようには祀られない。なお，富
士は浅間神社を対象にしていない。火の神，風の神
などの祭神からの分析ができる。
講，また宿坊は，中央日本では善光寺，戸隠，御
岳山，大山，身延山が大きいが，北陸ではそれらにく
らべて少ない。これは浄土真宗の影響かもしれない。
Ⅴ おわりに
山岳と人々のかかわりを明らかにするために，と
くに山岳周辺における信仰施設について，調査を行っ
た。まずいくつかの中央日本の霊山をとりあげてそ
の実態を紹介した。また広域における，山岳に関連
する信仰施設の分布を明らかにした。さらに山岳の
信仰施設の開創と変容に関して検討を行なった。本
論での主要な成果は，以下のとおりである。
1.中央日本のいくつかの山岳周辺でみられるよう
に，山岳は周辺の人々と深くかかわる。一方で，
山岳は非日常的な場とみなされている。
2.とくに霊山とよばれる山は，特徴的な森や岩，
また豊富な水などの地である。そこは風水害や
火難・盗難などの厄除け，また雨乞いや商売繁
盛の現世利益があるとされた。
3.霊山には古くは祖先が神として祀られた。高い
山中には仏教的な地獄・極楽が観想された。また
人々は死後に霊として行く先と考えられてきた。
4.霊山とその周辺地域には霊場が開創されて巡拝
が行われた。多数の札所がまとまる背景には，
為政者による寺社秩序の形成もあった。
5.特定の霊山には，その信仰とかかわる集落が形
成されることがあった。集落の人々の活動によ
り，霊山に登拝する講が作られ，宿坊が提供さ
れて参拝者の便宜がはかられた。
6.山岳にかかわる神々の分布は，各地で粗密の差
が大きい。また山岳講や宿坊も各地で特有のも
のがある。それらは，山岳信仰の地域的な独自
性を示している。
各地の山岳は，高く聳え，また水源でもあり，人々
は山岳にさまざまな思いを抱いて望んだと考えられ
る。もともと各地にあった民間信仰に，さまざまな
神道，仏教，修験道がかかわり，一定の体裁や様式
が整えられた。また山岳は霊場や登拝講の対象とし
て，山岳周辺の広域ともかかわった。歴史時代の神
仏は大きく変容し，霊山も明治期に大きな影響を受
けるが，山岳がその後も巡礼や登拝の対象として存
続したことは，それが自然にもとづくとともに，民
間信仰であることが大きいと考えられる。
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